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第1回
［キックオフ］

ＧＤ策定の目的・とりまと
めのイメージの確認、課
題・まちづくりの方向性、
検討の進め方等の共有

第2回
［検討１］

分野別のまちづくり
の基本的な考え方の
共有

第3回
［検討２］

基本的な考え方のま
ちづくりへの具体的
な展開、とりまとめ
の方向性の共有

第4回
［とりまとめ］

ＧＤとりまとめ内容
の確認、GD策定後
の実施方策等の検討

王子駅周辺まちづくりグランドデザイン策定検討会
計４回の開催を予定

グランドデザイン素案のとりまとめ
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他自治体の例

1-1 グランドデザインとは

まちづくりグランドデザインとは

「部分最適の集合体は全体最適にはならない」
（Peter Ferdinand Drucker、1909～2005）

まちづくりは、共通の展望や思想を区民・民間事業者・行政が共有し、
公民協働で進めていくことが重要です。そこで、道路や駅前広場など都市
基盤整備や個別街区の開発等を進める上での、共通の目標となるまちづく
りコンセプトのほか、整備に係る基本的な考え方などを整理して示すもの
が、「まちづくりグランドデザイン」です。

（出典：各自治体HP）

墨田区, H18/9 武蔵野市, H19/3 大田区, H22/3 大田区, H23/3 中野区, H24/6
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1-2 王子駅周辺まちづくりグランドデザイン策定の目的

王子駅周辺の優位性
• ＪＲや地下鉄、都電、バス、首都高速道路などが集まる
交通の要衝

• 飛鳥山公園、音無親水公園、王子神社など、江戸期以降
の歴史および自然資産が駅に隣接

• 製紙業をはじめとして日本の近代産業を牽引してきた歴
史的価値

• 博物館･北とぴあ等の文化･交流施設や、多様な物販･飲
食店等が集積

王子駅周辺の抱える課題

• 駅前商業ビルなど、更新時期を迎えており、駅前の顔と
しての整備が求められている

• 駅周辺において、周辺からのアクセスや各交通機関間の
乗換えなどの利便性向上が求められている

• 自動車･歩行者が北口周辺に集中し、スペース不足から
混雑が生まれている

• 木造密集市街地（堀船地区周辺）の防災性向上や、石神
井川の治水対策強化等が求められている

500M
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1-2 王子駅周辺まちづくりグランドデザイン策定の目的

王子駅周辺まちづくりの機会 (「いま」のタイミングでグランドデザイン策定に取り組む背景と意義)

■地域における動き
• 北区の新庁舎建設検討（H24.3、新庁舎建設基本構
想を公表）
→北区－印刷局間で「国立印刷局王子工場用地の
一部取得に関する覚書」を締結（H27.8）

• ＪＲ北王子貨物線の廃線 (H26.7)
• 国家戦略特区を活用したまちづくりの申請(H26.8)
• 首都高速道路王子南出入口の開通 (H27.3)
• 過去における駅前用地の土地利用の転換や機能更
新等の検討

■社会的な趨勢
• 世界的な都市間競争に勝ち抜くため、国からの都市再生プロ
ジェクトを通じた東京の魅力向上への取り組み要請の高まり

• 2020年東京オリンピック・パラリンピックを契機とする訪
日外国人の増加を背景とした、都市観光ビジネス等の盛り上
がりや、「日本らしさ」などの価値の再発見･再評価気運

• ＩＣＴの発達や産業構造の転換の進行による、ワークスタイ
ル・ライフスタイルのあり方の転換

• 自然･環境の保護や防災への取組み意識の高まり

500M

新庁舎建設候補地
首都高速道路
王子南出入口
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1-2 王子駅周辺まちづくりグランドデザイン策定の目的

グランドデザイン策定の目的

地域の課題を解決し、街の価値を更に高めていくためには、区民・地権者・民間事業者・行政な
ど各関係主体が緊密に協力、連携してまちづくりに取り組むことが重要

そのための共通指針としてグランドデザインを策定し、直面する地区の課題やまちづくりの展望、
整備に係る基本的な考え方、課題解決に向けた取り組みやその必要性等について共有を図る

王子駅周辺の優位性 王子駅周辺の抱える課題

王子駅周辺まちづくりの機会
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1-3 対象区域

※なお対象区域については、今後の関係機関との協
議の進展などにより、変更となる場合があります。

王子一丁目

堀船二丁目

堀船一丁目

栄町

西ヶ原二丁目

グランドデザインの対象区域

飛鳥山公園、JR王子駅、及び都電荒川線周
辺の木造密集市街地を含む王子一丁目（一
部）、堀船一丁目、堀船二丁目（一部）、
栄町（一部）、西ヶ原二丁目（飛鳥山公
園）の約70haの区域。

⇒以降「駅周辺地域」

重点的に検討を行う区域

交通拠点の充実強化や、大規模敷地の開発
による都市機能の更新などにあわせて、拠
点の形成が期待される区域。

⇒以降「拠点地区」

対象とする区域は、建物更新にあわせて道路整備や防災対策などが求められる範囲を主とし、
道路、鉄道、飛鳥山公園などを境とした下記の範囲と設定します。
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• 東京都の上位計画、北区基本構想、北区都市計画マスタープラン、その他まちづく
り関連の個別マスタープラン等を上位計画として、それらとの整合を図っていく。

• グランドデザインの策定後、関係機関等と協議の上で、整備方針を具体化していく
ための整備計画を策定し、まちづくりの実現に向けて、個別の都市計画や各種事業、
具体的な施策などに取り組む。

1-4 王子駅周辺まちづくりグランドデザインの位置づけ

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（H26年度）

都市再開発の方針（H26年度）

住宅市街地の開発整備の方針（H26年度）

防災街区整備方針（H26年度）

北区基本構想（H11年度）

o北区基本計画（H26年度）

北区都市計画マスタープラン（H22年度）関連計画

o北区産業活性化ビジョン（H19年度）
o北区地域防災計画（H24年度）
o北区環境基本計画（H26年度） 等

まちづくり関連個別マスタープラン

o北区住宅マスタープラン（H22年度）
o北区緑の基本計画（H21年度）
o北区景観づくり計画（H27年度） 等

王子駅周辺まちづくりグランドデザイン（平成28年度予定）

整備計画

個別の都市計画や事業、具体的な施策等 北区東京都凡例：
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1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ

事例１：「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」
（大田区、平成22年3月策定）※出典：大田区HP

コンセプト

基本方針

エリア別の取組み方向性
→アクションプラン
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事例２：「押上・業平橋地区まちづくりグランドデザイン」
（墨田区、平成18年9月策定）※出典：墨田区HP

ゾーン別の整備方針

1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ
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事例２：「押上・業平橋地区まちづくりグランドデザイン」
（墨田区、平成18年9月策定）※出典：墨田区HP

整備イメージ

1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ
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事例３：「大井町駅周辺地区まちづくり構想」
（品川区、平成23年策定）※出典：品川区HP

コンセプト

分野別の
まちづくり
方向性

1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ



13

事例３：「大井町駅周辺地区まちづくり構想」
（品川区、平成23年策定）※出典：品川区HP

分野別の整備シナリオ

1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ
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1-5 王子駅周辺まちづくりグランドデザインとりまとめのイメージ

第１章

はじめに

• グランドデザイン策定の背景

• グランドデザイン策定の目的

• グランドデザインの位置づけと役割り

• グランドデザインの対象区域

第２章

現況と課題

• 現況・特性 • 課題

第３章

コンセプトと基本方針

• コンセプト

～ 歴史と文化薫る、にぎわいと交流の拠点 王子 ～

• 基本方針

歴史や文化、自然
を感じるまち

災害に強い
まち

交通拠点機能の
充実したまち

にぎわいと
活気のあるまち

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

第５章

具体方策 (アクションプラン)

第４章

まちづくりの基本的な考え方

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

第６章

実現に向けて

• 整備スケジュール

• グランドデザイン策定後の進め方

• 実現化に向けた検討項目整理（産学公連携の組織づくり、整備事業手法等）等

GDの目次案

中
間
ま
と
め
を
参
考
に
具
体
検
討

検
討
会
の
役
割



２．グランドデザインの検討
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大規模工場や流通施設などの
立地する区域
・印刷関連の工場のあるエリア
で、周辺には、一定程度の幅員
が確保されている道路もありま
すが、木造密集地域との道路
ネットワークの強化を図るため、
都市基盤の整備が求められてい
ます。

王子駅
・王子駅は、JRや地下鉄、
都電、バス、自動車などが
乗り入れるアクセス性の高
い駅ですが、乗換えなどの
歩行者動線が複雑に交錯し
ています。
・バスターミナル機能が不
足しており、一部は明治通
りで乗降されています。
・南口駅前広場はアクセス
が限定されており、あまり
利用されていない状況です。
・王子駅周辺は、地盤の高
低差、新幹線の高架、地下
鉄などによる高さ方向の制
約、明治通り、都電、石神
井川、首都高速道路王子線
による地域の分断、平面的
制約により、駅のバリアフ
リー化や、これまで以上に
滞留スペースを確保するに
は、工夫が必要です。
・JR貨物北王子支線が廃線
となり、跡地利用などをま
ちづくりの中で検討する必
要があります。

大規模工場や流通施設などの
立地する区域
・現状は工業地域であり、倉庫、物
流業務で利用されています。アクセ
ス道路の改善や土地利用の充実を図
ることが考えられます。

飛鳥山公園、石神井川周辺
・飛鳥山公園は桜の名所であり、園内の３
つの博物館へも多くの来場者がありますが、
道路と鉄道に囲まれ、独立した空間になっ
ており、駅からのアクセスがしにくい状況
です。
・地域を東西に流れる石神井川は、音無親
水公園から駅西側方向には魅力的な緑道・
親水空間が形成されていますが、駅東側は
都市景観の向上が課題となっています。
・駅東側の石神井川沿いにおいては、長年、
川の臭気に悩まされており、これまで種々
の水質改善対策を実施してきましたが、依
然、臭気問題は改善しておらず、さらなる
対応が求められています。

石神井川沿川
・平成17年9月、平成22年7月に
浸水被害を受けている地域。現
在、東京都では、水害対策など
を目的として、王子第二ポンプ
所や下水道幹線を整備中です。
さらに、雨水の一時貯留施設の
整備など、治水対策の強化が望
まれています。
・首都高速道路王子線整備に伴
う護岸整備が進む中、橋梁など
の架け替え整備が求められてい
ます。

王子駅前周辺の区域
・駅前周辺の再整備の機会を活かして土地の高度利用が
期待される地域です。
・駅前商業ビルなど、更新時期を迎えており、駅前の顔
として整備が求められています。
・駅に近接した一角に路地空間が形成されており、都市
景観に配慮したにぎわいの拠点にふさわしいまちを形成
する必要があります。
・石神井川と首都高速道路王子線により堀船地区とのア
クセスが悪いため、道路ネットワークを形成する必要が
あります。
・自転車駐車場が不足しており、放置自転車対策が求め
られています。

都電
王子駅東側地域
・北区洪水ハザードマップでは、
荒川の河川がはん濫した場合に
1.0ｍ未満、2.0ｍ未満及び5.0
ｍ未満の浸水が想定される区域
になっています。

大規模工場の
立地する区域
・周辺の住宅や商業施
設の平面的・立体的融
合と工場との共存を誘
導します。

王子駅

溝田橋

住宅と商業施設、工場の混在した区域
・レベルの高い技能を持つ町工場や、低層の
住宅、商業施設などが混在している地区です
が、地区内には4m未満の狭あい道路が多く木
造住宅が密集し、防災上の課題のある地域で
す。区内で特に緑の少ない地域でもあります。
石神井川と都電荒川線に挟まれ、駅方向や周
辺へのアクセスがしにくい状況にあります。

堀船団地
・周辺には公園や学校
があり良好な住環境を
形成しています。団地
は建設年度が昭和40年
代と古く、今後必要に
応じて周辺環境と調和
したリフォームや建替
えが想定されます。

※青字：優位性 赤字：課題

2-1 現況・課題

参 考
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歴史と文化薫る、
にぎわいと交流の拠点

王子

歴史や文化、
自然を

感じるまち 災害に強い
まち

交通拠点機能
の充実したまち

にぎわいと
活気

のあるまち

コンセプト

～ 歴史と文化薫る、にぎわいと交流の拠点 王子 ～

歴史や文化、自然を区民が身近に感じ、災害に強い、商業・業務の
経済活動、区民の交流の拠点となる王子のまちの形成をめざします。

2-2 コンセプト

参 考



○災害に強いまち
• 「北区地域防災計画」（平成24年改定）における取組みの推進

• 貯水施設の整備検討を東京都に求めていくなど地域の水害対策の推進

• 堀船地区周辺に広がる木造住宅密集地域における避難経路・緊急車両確保など災害に強いまちづくりの推進

○歴史や文化、自然を感じるまち
• 桜の名所として名高い飛鳥山など、古くから人々の憩いや行楽の地として親しまれてきた公園の利用促進

• 近代からつづき現在も新しい技術や新製品の開発に取り組む洋紙業など、王子の発展を支えてきた産業の尊重

• 現代に続くまちの歴史や文化、自然を、区民が身近に感じ、誇りに思えるまちづくりの推進

○にぎわいと活気のあるまち
• 北区の顔となる駅前にふさわしい商業の集積や土地利用の更なる誘導

• 駅周辺の魅力を高めることで、多くの人が訪れ集える活気とにぎわいのあるまちの形成の推進

• 大学の誘致など、教育機関との連携協働を進めることによる産学公の交流拠点の創出

○交通拠点機能の充実したまち
• 現在の複雑な交通ネットワークを効果的につなぐことによる交通拠点機能の強化等による利便性の向上

• 王子駅周辺を中心に地域の生活に必要な都市機能（医療・商業等）を集約した生活拠点の形成

• 首都高速道路中央環状王子線の王子南出入口の利便性を活かした、高速バスの利用促進

18

2-3 基本方針

参 考
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2-4 分野別の基本的な考え方

参 考



① 業務・商業・拠点ゾーン

王子駅前再整備や新庁舎建設(※)により、にぎわいと拠点性を高めていくゾーン
• 業務や商業を中心とした更なる土地利用の集積と更新
• 新庁舎建設を視野に拠点性の向上
• 王子駅を中心とした交通拠点の充実強化や、飛鳥山公園を中心とした公園
ゾーンなどと融合した効果的なまちづくり

※本検討会では、将来的に区が印刷局王子工場用地の一部を取得し、新庁舎
を建設することを前提に検討を進めます。

⑤ 公園ゾーン

王子駅周辺の憩いの場として、今後
も更に水とみどりを活かしていく
ゾーン
• 区域のシンボルにふわさしい空
間づくりを推進

• 周辺住民や来訪者が利用しやす
い動線の確保など

② 住環境改善ゾーン１（低中層中心）

既存の住環境を改善し、向上をめざしていくゾーン
• 道路などの基盤整備を進め、住環境の改善を図るなど防災上の安全性の向
上による住みやすいまちづくり

③ 住環境改善ゾーン２（中高層中心）

団地建替えなどをきっかけに河川などの周辺環境
と調和した、住環境向上をめざしていくゾーン

• 団地の建替えなどにあわせて公園などの空
地を効果的に配置し、石神井川など河川が
ある環境を活かしたまちづくり

①
②

②

③
④’

④

⑤

④ 業務・⽣産・流通ゾーン

王子のまちを支えてきた工場との共存
共栄を進めていくゾーン

④’ 業務・⽣産・流通ゾーン

倉庫の機能集積を進めていくゾーン
• 環境の維持改善の推進
• 王子駅周辺の都市基盤整備とあわ
せた土地の高度利用の推進
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2-4 分野別の基本的な考え方

土地利用の考え方

拠点地区として重点的に検討
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2-4 分野別の基本的な考え方

① 交通結節機能の強化
• 駅機能の充実や、滞留スペースの確保
• 北口-中央口-南口広場間の役割分担や機能集約・拡充などを通した交通拠点の充実強化
• JR、東京メトロ、都電、バス間の乗換え利便性の向上
• 立体的な歩車分離などによる駅と周辺地域との歩行者回遊動線の確保

② 道路ネットワークの形成
• 堀船地区と王子駅周辺をむすぶ道路網の形成による広域ネットワークの強化
• 明治通りの混雑解消
• 地区内道路の再整備による安全性・防災性の向上
• 駅前再編および新庁舎建設用地（※）への効果的なアクセス道整備等による明治通りの混雑緩和

③ 歩行者ネットワークの形成
• 高低差や、河川、交通量の多い幹線道路、鉄道線路等による王子駅、周辺市街地、飛鳥山公園間
の分断の解消

• 王子駅を中心として地域に展開する多様な歩行者回遊動線の確保
• 王子駅前や新庁舎など、多くの歩行者の行き交いが想定される箇所への滞留スペースの創出

※本検討会では、将来的に区が印刷局王子工場用地の一部を取得し、新庁舎を建設することを前提に検討を進めます。

基盤整備の考え方
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2-4 分野別の基本的な考え方

防災の考え方

① 震災に強いまちづくり
• 堀船地区や栄町地区など木造住宅密集地域における、建築物の耐震化・不燃化、生活道路の

整備などによる安全で安心に暮らせるまちづくりの推進

• 非常時の避難や救援のための、明治通りなどの都市計画道路や生活道路網とのネットワーク
の充実

• 王子駅周辺では帰宅困難者対策の充実

② 水害に強いまちづくり
• 石神井川沿川における、集中豪雨時の洪水や冠水への対策としての、下水道の整備や雨水の

一時貯留施設などの整備
• 王子駅東側地域は、荒川の氾濫によって浸水が想定される区域となっており、災害の被害軽

減に向けた北区洪水ハザードマップの活用や、日頃から災害発生時に迅速的確な避難ができ

るよう防災情報の提供等の強化
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2-4 分野別の基本的な考え方

にぎわいと活性化の考え方

①産学公連携による活性化への取り組み
• 区民や民間事業者等、さまざまな活動主体とともににぎわいの創出に向けた組織づくりの推進

②集客をめざしたさまざまな活性化策の展開
• 国内のみならず海外からの来街者を増やすため、地域と連携したイベントの実施や情報発信強

化など、活性化策の展開

• 東京北部の観光資源を連携する新たなルートの発掘や、道路、河川を活用したオープンカフェ
やイベントスペースなどの設置により、世代を超えて利用できる新しい快適な空間の創出
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2-4 分野別の基本的な考え方

環境・景観の考え方

①低炭素化の促進
• 王子駅のさまざまな公共交通機関相互の利便性向上や歩行者、自動車それぞれが安全で快適

な道路空間の整備など、環境負荷の少ないまちづくりの推進

• ヒートアイランド現象を緩和するため、建築設備からの人工排熱の低減や、建築物や敷地の
緑化の促進など、官民協力した低炭素化への配慮

②石神井川の環境づくり
• 河川改修工事の進捗に合わせて遊歩道の整備や親水化など、豊かな河川空間づくりの検討

• 臭気対策の充実

③景観資源との調和を図る景観づくり
• 飛鳥山公園や石神井川、音無親水公園、崖線、都電などの景観資源とまちなみの調和

• 飛鳥山公園などと連続したみどりのネットワーク形成
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2-5 「中間まとめ」を参考に議論を具体化

まちづくりの基本的な考え方

具体方策（アクションプラン）

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

コンセプト
まちづくりの前提とする基本的な考え方

実現化に向けた課題
物理的課題(バリア）、地区の実情・制約など

検
討
内
容
の
反
映

具
体
化

中間まとめを参考

「基本的な考え方」に基づいてまちづくりを具体的に進めていくた
めには、特に土地利用や都市基盤整備に関わる物理的な課題（バリ
ア）を関係者間で共有し、実現化に向けた技術的な検討が必要。

実現化に向けた検討項目整理等
産学公連携の組織づくり、整備事業手法等



継続推進

継続推進

継続推進

継続推進
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土
地

利
用

• 印刷局王子工場用地の一部
取得に向けた協議

• 土地の高度利用の検討

• 新庁舎の建設
• 工場と周辺施設の共存を推進
• 駅前用地の開発（民間誘導）による商業等
集積の実現

都
市
基
盤

• 王子駅と駅前広場の各機
能の検討

• 駅周辺のネットワークを形成し流動を支え
る歩行者用通路の整備

• 駅周辺のネットワークを形成し流動を支え
る道路の整備

• 王子駅南口に接続する道路整備による利便
性向上

• バリアフリーによる王子駅と飛鳥山公園の
接続の向上

• JR 駅などの利便性の向上
• JR-メトロ-バス-都電など各公共交通機関間
の接続性向上

都市基盤施設整備によるアクセス改善・
快適な公共空間の形成

防
災

• 主要生活道路の整備による避難路の確保検討
• 広場などの空地の確保検討
• 木造住宅の不燃化・共同化の推進検討
• 雨水貯留管・貯留槽の整備検討

に
ぎ
わ
い

活
性
化

• 歴史的資産を伝える観光案内などの充実
• 産学公による活性化の検討

環
境

景
観

• 河川の臭気対策
• 沿川への遊歩道の設置や親水化等、河川空間の有効活用の検討
• 飛鳥山公園（樹林地エリアなど）の再整備の検討

長期中期短期

約5年後 約10年後 約20年後GD策定

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
据
え
る
将
来
時
点
（
仮
）

2-6 まちづくりスケジュール案

※上記スケジュール案は現時点での想定であり、進捗状況等に応じて適宜見直しを行っていくものとします。

グランドデザインでは、策定から約20年後を見据えたまちづくりを想定
⇒20年後の2037年は、徳川吉宗が飛鳥山公園を江戸庶民に開放した年(1737年※)から300年
※1737(元文2）年：徳川8代目将軍吉宗より、飛鳥山が王子権現（王子神社）へ寄付され、庶民の遊興空間として発展するきっかけとなったとされている
年。（研究者論文より）



３．今後の検討の進め方
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地元まちづくりに関わる方々や、学識経験者、関係行政機関、公共交通事業者、地権者な
ど、様々な関係者の協力のもと、『検討会』および『検討部会（2部会）』を設置

◆検討会および検討部会の役割など

名称 主な検討対象区域 主な検討分野 役割

検
討
会

王子駅周辺まちづくりグラ
ンドデザイン策定検討会
（以降検討会）

部会での検討内容の共有、
および方向性の調整など、

グランドデザインの策
定に向けた地域全体に
関わる検討

検
討
部
会

都市基盤・開発検討部会
拠点地区整備に関する技術
的な検討・議論など、

土地利用・都市基盤を
軸に拠点地区整備の方
向性を集中的に検討

にぎわい・活性化検討部会
王子駅周辺地域のにぎわ
い・活性化及び防災に関わ
る議論を中心に、

地域全体の将来像を幅
広く検討

駅周辺地域

駅周辺地域全体

拠点地区

駅周辺地域全体

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと
活性化

環境
景観

全てのテーマを検討

土地利用と都市基盤を主に検討

にぎわいと活性化、防災を主に検討

主な
構成委員

各部会の代表者

拠点地区

駅周辺地域

拠点地区

3-1 検討体制

主な
構成委員

事業者
(大地権者、交
通事業者等)

主な
構成委員

地元まちづくり
の関係者



29

平成28年 平成29年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

【検討会・部会】
平成28年4月末～10月末頃の間を目安に、
各会上記の回数および順序での開催を想定

【グランドデザイン】
パブリックコメントなどを経て
平成29年3月末の策定を予定

※上記スケジュールは現時点での想定であり、今後変更する可能性があります。

第
１
回
検
討
会
（
検
討
会
設
置
）

第
２
回
検
討
会

第
３
回
検
討
会

第
４
回
検
討
会

第
１
回
都
市
基
盤
・
開
発
検
討
部
会

第
１
回
に
ぎ
わ
い
・
活
性
化
検
討
部
会

第
２
回
都
市
基
盤
・
開
発
検
討
部
会

第
２
回
に
ぎ
わ
い
・
活
性
化
検
討
部
会

第
３
回
都
市
基
盤
・
開
発
検
討
部
会

第
３
回
に
ぎ
わ
い
・
活
性
化
検
討
部
会

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
策
定

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定

3-2 検討スケジュール
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3-3 検討会・検討部会での検討テーマ

※下記検討テーマは現時点での想定であり、今後変更する可能性があります。

とりまとめを見据え、各検討分野ごとに、
GD目次案に対応したテーマについて検討

第４章：
まちづくりの基本的な考え方

第５章：
具体方策 (アクションプラン)

第６章：
実現に向けて

第３章：コンセプトと基本方針

第２章：現況と課題

第１章：はじめに 第1回検討会

［キックオフ］
ＧＤ策定の目的・とりまとめ
のイメージの確認、課題・ま
ちづくりの方向性、検討の進
め方等の共有

第2回検討会

［検討１］
分野別のまちづくりの基本
的な考え方の共有

第3回検討会

［検討２］
基本的な考え方のまちづく
りへの具体的な展開、とり
まとめの方向性の共有

第4回検討会

［とりまとめ］
ＧＤとりまとめ内容の確認、
GD策定後の実施方策等の検討

第1回都市基盤・開発検討部会

拠点地区整備に向けた優先
検討事項や方向性等の確認

第2回都市基盤・開発検討部会

拠点地区整備の具体方策等
の検討

第3回都市基盤・開発検討部会

拠点地区整備のとりまとめ
方向性の検討

第1回にぎわい・活性化検討部会

駅周辺地域におけるにぎわい・
活性化及び防災のあり方の検討

第2回にぎわい・活性化検討部会

駅周辺地域におけるにぎわい・活
性化及び防災の具体方策の検討

第3回にぎわい・活性化検討部会

駅周辺地域のにぎわい・活性化及び
防災方針とりまとめ方向性の検討

目次案 検討会 にぎわい・活性化検討部会都市基盤・開発検討部会

検討テーマ・検討方向性等の提供

検討テーマ・検討方向性等の提供

検討テーマ・検討方向性等の提供

検討結果等の提供

検討結果等の提供

検討結果等の提供

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと

活性化

環境

景観
土地利用 都市基盤 防災

にぎわいと
活性化

環境
景観

土地利用 都市基盤 防災
にぎわいと

活性化

環境

景観


